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〈指導者の言葉〉 
 

国語科 1 年生の授業では，文章の構成や展開，表現の特徴をとらえ，自分
の意見や考えをまとめる学習を継続して行っています。初発の感想や学習後
のまとめ，授業の振り返りなど，「書く活動」を積極的に取り入れています。
また，書いた文章は「話し合い活動」にも使うため，相手意識を持たせて書
くように指導しています。 

 
本作品は，祖母から聞いた曾祖父の話から「平和」について深く考え，自

分たちに課せられたものを強く意識したことが書かれています。戦時中，懸
命に生きた人々の一人に自分の曾祖父の存在があり，戦争を知らない世代で
すが自分事として捉えることに繋がっています。祖母の話をまっすぐ受け止
め，主体的に考えを構築していることが表現に表れています。 

戦後 73 年がたち，直接戦争を体験された人が少なくなる中，戦争がいか
に不毛なもので悲惨なことであるかを知る人がいなくなってきています。そ
こで今，自分たちが生きている平和な世の中が，この先もずっと続いていく
ためには何が必要かをしっかりと自分の事として考えられています。自分の
役割に気づき，力強く決意を表明したしめくくりで，これからの自分の生き
方を見つめた作品となっています。 

 


